








研究目的

　全国療育相談センターに相談のために来所した子どもたちの多くは,それま

でに,はっきりとした診断や指導方針も得られないままに,あちこちの病院や相

談所を転々として来ている。そして,当センターに最後の望みをかけて,大きな

期待を持って来所している。これらの期待に答えることこそが,当センター設

立の最大の目的であったはずである。


